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事業所番号

法 人 名

事業所名 ユニット名 やま

〒３１５－０００５

自己評価作成日 平成２７年７月５日
評価結果

市町村受理日

※　事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報
リンク先URL

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所 在 地

訪問調査日 平成２７年８月２８日
評価機関
決 済 日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

グループホーム　あいリレー石岡

０８９０５０００９３

アイリレー　株式会社

自己評価及び外部評価結果

作成日　　平成２８年１月１９日

　管理者と職員は、毎朝理念に掲げている「笑顔」を確認し、心がけながら利用者本位の支援に努
めている。
　理事長が住職であることから、玄関ロビーに大きな仏壇が配置されていたり仏像などがあり、盆
や彼岸には住職と一緒に拝むほか、利用者は日常的にお参りをしている。
　利用者の気分転換のための日々のドライブや毎月１５日に行く「お参りの会」は、利用者の楽し
みとなっている。
　花見やぶどう狩り、愛宕山などへの外出行事には、車いすの利用者も含め全員で行けるよう、家
族等やボランティアの協力を得ながら実施している。
　事業所で開催する祭事は、自治会の回覧板で地域住民に知らせるほか、職員がポスティングをし
たり、お店に掲示するなどして地域住民の多くの参加を得ている。

所 在 地

〒310－8586
水戸市千波町１９１８番地　　茨城県総合福祉会館内

http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2014_022_kihon
=true&JigyosyoCd=0890500093-00&PrefCd=08&VersionCd=022

社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

平成２８年２月１日

１　行事
２　医療連携体制により看取り介護実施することが可能

茨城県石岡市鹿の子３－１－２９

平成２８年１月１９日

http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2014_022_kihon=true&JigyosyoCd=0890500093-00&PrefCd=08&VersionCd=022
http://www.kaigokensaku.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2014_022_kihon=true&JigyosyoCd=0890500093-00&PrefCd=08&VersionCd=022


☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

2 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

Ⅰ　理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

・ケアホームと合同に2か月ごとに実施開催していま
す。メンバー：利用者様ご家族、地域住民、民生委
員、市の職員、訪問歯科、学校・保育園職員など
実施内容：ホーム内での活動報告（入退居・事故・
ヒヤリハット・利用者様の状況）、月によって勉強会
など。また、提案事項では各事業所で抱えている問
題を提案し運営推進メンバーと意見交換を行うよう
にしアドバイスをもとに職員会議で話し合いを行い、
その結果を次の会議で報告することでサービスの
向上に活かせるように心掛けています。

1 1

2 2

3

4 3

・運営推進会議や行事への参加等の声掛けを実施
してきたことにより、少しずつではあるが近隣の方
が行事へ参加してくれるようになりました。また、同
じ班内に住む職員の協力を仰ぎ、より地域とのつき
あいを密にすることで、利用者様が安心・安全に生
活できるようにしていきたいと思います。
参加呼びかけ：運営推進会議への参加　　近隣の
娯楽施設・食堂の利用　　ハロウィンパティー　　演
芸披露会など

・外食会やいちご狩り等の外出行事では、お店の方
と事前に食事形態やバイリヤフリーなどの確認を行
うことで、利用者様がお店を利用する際に何が必要
かを理解して頂いています。
・事務所入り口に「物忘れ相談受付中」を提示し来
客・家族の方の相談を受付ています。また、職員も
認知症サポート養成講座受講しています。

＜グループホームあいリレー石岡　基本理念＞
・あなたの笑顔がみたいから私も笑顔で接します→
常日頃より職員は笑顔で利用者様への対応を心掛
けることで、利用者様の笑顔がみられるように努め
ています
・家族のような明るくおもいやりのあるホームを目指
します→家族のように些細なことでも思いやりを持
ち、感謝の気持ちを自然に伝えるようにしています
・地域の方々との交流を大切にします→ハロウィン
パーティーや演芸披露会などの行事を通して、地域
の方々との交流の場を増やすことで、ホームと地域
とのつながりを大事にしています

外　部　評　価

　地域密着型サービスの意義を踏まえた理念
を作成し、玄関ホールに掲示している。
　管理者と職員は、朝礼時に理念にある「笑
顔でサービスする事」を確認するとともに、
月１回の職員会議の際にも確認し、共有しな
がら実践につなげている。

　自治会には加入していないが、事業所で開催する
ハロウィンパーティーでは、案内を回覧板に入れて
もらうほか、職員は各家庭にポスティングしたり、
コンビニエンスストアーにポスターを掲示させても
らうなどして地域住民が多数参加している。
　小学生が時々遊びに来たり、中学生の体験学習の
受け入れなどで、利用者は子ども達と触れ合ってい
る。
　市の祭りで事業所に獅子舞が立寄るほか、近隣住
民は頻繁に花や野菜を持って来訪するなど、利用者
は日常的に近隣住民と交流している。

　運営推進会議は同一法人のケアホームと合同で開
催し、家族代表や市職員、近隣の幼稚園園長、協力
歯科医の参加を得て２ヶ月に１回議題を決めて開催
している。
　事業所からは利用者の様子や運営状況、行事報
告、外部研修と内部研修の実施内容を報告している
が、地域住民代表の委員が１名のため、欠席すると
地域住民の参加者が居なくなる。
　会議の内容は、毎月発行する「あいリレーだよ
り」と家族会で家族等に報告している。

　運営推進会議は地
域の理解と支援を得
るための会議でもあ
るので、地域住民代
表の委員を増員し、
毎回１名は参加でき
ることを期待する。
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3 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と
活用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

・随時（最低でも月に1回は）市役所へ足
を運び、介護保険室、社会福祉課にて、
入居の問い合わせ、相談、介護保険の申
請や生活保護の方のオムツ請求等で直
接担当の職員さんと話すように心掛けて
います。また、石岡市内の地域密着型
サービス事業所を集めた協議会や運営推
進会議に市の職員が参加して下さること
で意見交換ができるようになっています。

・２点柵使用する前に、様々な対策を検
討・実施することで身体拘束は行わないよ
うに努めています（離床センサーマットや
頭側の柵に鈴をつける、ナースコールが
押せるような工夫等の実施）ただし、カン
ファで職員と対策を検討し、緊急時ややむ
得ない場合のみご家族へ説明し書類にて
承諾して頂いている。また柵やミトンの使
用も一定の期間のみでその都度話し合い
を行い、状態の変化に応じ中止・終了して
います。

・利用者様へのサービス中に職員同士で
確認したり、利用者様からの会話の中や
生活日記の記録など虐待につながるので
はないかと思われる発言・行動等がみら
れた場合には、その職員へ注意していま
す。また内部・外部の研修で「接遇につい
て」職員全員で勉強することで、言葉の虐
待への防止に努めています。

・権利擁護等について学べる機会をまだ
設けていないため、全職員が活用方法な
どを学べていない状況です。

5 4

6 5

7

8

　管理者は市担当者が運営推進会議に出席し
た際や、要介護更新申請などで市担当者を訪
問した際に、運営状況を報告したり、生活保
護者の件や介護保険制度の改正、看取りに関
する加算等について相談している。
　市内の地域密着型サービス事業所と市が合
同で開催する、年３回の勉強会に参加して意
見交換をするなど、協力関係を築くよう取り
組んでいる。

　身体拘束廃止に向けたマニュアルを作成す
るとともに、年１回勉強会を実施し、職員は
身体拘束となる具体的行為について理解して
いる。
　現在やむを得ず左手のみミトンを使用して
いる利用者がいるが、家族等から書面にて同
意を得るとともに、経過観察記録や再検討記
録でミトンを外せるよう検討している。
　玄関は防犯上施錠しているが、利用者は鍵
を外して自由に出ることができ、チャイムが
鳴る仕組みとなっている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意
見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

・管理者と主任とで、全職員の勤務態度、
力量、実績等を見極め、パート職員か正
社員、一般職員からユニットリーダーなど
努力している職員に対しては人事や社長
に報告し昇格や給料の見直しをしてもらっ
ている。また、定期的に職員と面談をし現
状の悩みを聞くことで働きやすくするため
環境を整えるように努めています。

・契約時にはご家族様と読み合わせをし、
疑問に思うことなどは、その都度説明した
上で、ご家族様が理解し、納得した中で契
約を締結するよう努めています。（解約時
も同様）

・年に2回の家族会の開催や運営推進会議へ
の参加、随時面会時などにご家族様からの
様々な意見や要望等を聞くように努めていま
す。また、利用者様にも普段からのコミュニ
ケーションを通して、本人の思いや意見を聴く
ように努めています。
・緊急のものについては即日話し合い、そうで
ないものについては、カンファの席で職員へ相
談内容を報告し検討・改善できるように努め、
決まったことについてもその都度、利用者様や
ご家族様に報告を行っています。

・随時、職員から意見や提案など聞く機会
を設け、アドバイスできるよう努めていま
す。その中で事業所内で解決できる問題
は職員同士意見を出し合い全員が納得で
きるまで話し合いますが、事業所内で解
決できないことの関してはグループ会社
での会議や上司に相談し解決するように
しています。その結果もきちんと職員へ報
告するようにしています。

11 7
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　利用者からは日々の会話の中から、家族等
からは年２回開催する家族会や来訪時、電
話、アンケートなどで意見や要望を聴いてい
る。
　「電話の声が小さい」との要望を受けて改
善はしているが、アンケートの集計結果や事
業所の対応を家族等に報告するまでには至っ
ていない。

　アンケートの集計
結果やそれに伴う事
業所の対応を家族等
に報告する事を期待
する。

　月１回の職員会議で、職員から意見や提案
を聞く機会を設けているほか、業務中や休憩
時間にもコミュニケーションを図り、何でも
言い合える関係づくりに努めている。
　職員から「全ての備品は在庫表で管理して
は」等の提案を受けて実施している。
　「すぐ必要な設備や物品は、法人本部の許
可を取らずとも管理者の判断で対応するよう
に」との法人の方針もあり、職員からの意見
や提案を運営に反映し易い。
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5 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

・職員が他の利用者様との橋渡しをする事で、
ホームでの生活を安心して送れるように支援
しています
・日々の生活の中で、職員は利用者様に対し
て傾聴の姿勢で努めています
・たくさん関わりを持つ事で、信頼関係が築け
るように心がけています

・石岡市地域型サービス事業所協議会での定
例会へ管理者以外の職員も参加することで、
各事業所の職員との意見や情報交換すること
ができ、サービスの向上へつなげられるように
努めています。また、グループ会社の研修会
や委員会を通して他の事業所の職員との交流
する機会も設けています。

・ご家族様からの相談があった時には、要望
に対して、親身になって傾聴することで、安心
し信頼していただけるように努めています。ま
た、家族会や運営推進会議、メールや電話で
のやり取りの中でも随時、相談や要望に応じ
るように努めています。

・相談があった段階で、ご本人やご家族様の
思いを取り入れたサービスが提供出来る様に
努めています

・新人職員にはユニットリーダーが研修指導者とし
て指導を実施しています。研修終了後には管理者
と主任での面談実施し現状の問題点や課題を話す
ようにしています。
また、研修期間中を指導している職員とも随時、研
修中の問題点等、指摘し指導するように話をしてい
ます。
・グループ会社での事業所間研修を実施することで
職員の質、ケアの向上に図れるように努めていま
す。
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6 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関
係

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の
支援

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

・ご利用様同士の相性や身体状況、認知
症状、特長を把握した上で、職員が橋渡
しすることで孤立しないよう支援に努めて
います。

・契約終了した方やそのご家族様への
フォローとしグループ会社内の事業所の
利用説明やグループホームへの再入居
の相談等、その都度必要に応じ対応でき
るよう努めています。

・外出、外泊、病院受診の付き添いを契約
時に説明し協力していただく事で、共に支
えていけるよう努め、看取り介護を希望さ
れているご家族様には、職員と主治医と
ご家族様とでご利用者様を共に支え、ケ
アできるようにと説明させて頂いていま
す。

・職員全員が、ご利用者様とのコミュニ
ケーションを大事にし信頼関係を築き、共
に生活している家族のような存在でいら
れるように心がけています。

・馴染みの方との面会や連絡は、随時取
れる体制になっていますが、主介護者の
あたるご家族様より、面会への制限があ
る時にはお断りをしたり、職員付き添いの
下での面会をすることもあります
・日頃のコミュニケーションで人や場所
等、ご利用者様が大事に思っていること
が感じ取れるときには出来るだけ配慮し
傾聴に心がけてます。

18

21

22
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　職員は利用者の親戚や友人などの来訪時に
は、ゆっくり話ができるよう希望の場所に案
内してお茶を出し、継続的な訪問につなげて
いる。
　利用者の馴染みの洋品店に同行し、職員が
同行できない場所については、利用者の思い
を家族等に伝えて家族等の付き添いで馴染み
の場所に出かけている。
　家族等や友人への電話の取り次ぎをし、利
用者の染みの人や場所との関係が途切れない
よう努めている。
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7 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニ
タリング

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

・毎朝のバイタル測定をはじめ、毎週月曜
日の訪問歯科での治療や口腔ケア、毎週
火曜日の内科往診や毎週木曜日の訪問
看護で、体調チェックや事前の相談内容
にて必要に応じての検査の実施。普段か
ら利用者様の状態の変化を見逃さないよ
うに声かけやスキンシップをとるように努
めています。また、それらの記録は各ファ
イル（往診ファイル・生活日記など）すべて
書き残しています。

・利用者様一人ひとりの思いや希望、意
向に沿えるよう把握に努めることで、随
時、ご本人とご家族様とホームで話し合い
を行い、ご本人にとってどうすることが一
番よいのかを常に検討しています。

・これまでの生活歴・家族歴・病歴・性格・
現状のサービス内容など、ご利用者様に
関する情報は入居前より職員全員が把握
できるようにファイル作成しています。ま
た、入居後、不足している情報や対応に
ついて以前利用していた事業所へ確認
し、その都度現場へ報告しています。

・入居時、介護度の変更、状態の変化の
あった時など、ご本人やご家族様の要
望、現状の課題に沿った介護計画、アセ
スメントの見直し、モニタリングなど、ケー
スカンファを開催し、主治医や職員の意見
もふまえ現状に即した介護計画書を作成
に努めています。

23 9
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　管理者と職員は、利用者との日常の関わりの中か
ら一人ひとりの思いや希望の把握に努めている。
　意志の表出が困難な利用者には、家族等の来訪時
に話しを聴いたり、表情や仕草から思いや意向の把
握に努め、管理者と職員で相談しながら、利用者本
位の支援に努めている。
　入居時の個人情報に、利用者の生活歴や趣味等の
記録がなく、新たに把握した情報は日誌等に記録し
ているが全職員で共有するまでには至っていない。

　入居時に利用者と
家族等から生活歴や
趣味を把握して記録
に残すとともに、新
たに把握した情報も
全職員が共有できる
ような記録に工夫す
る事を期待する。

　介護計画は利用者や家族等の意見や要望を
聴き、医師や職員の意見を取り入れ作成し、
月１回のカンファレンスと３ヶ月毎のモニタ
リング実施時に見直している。
　利用者の心身の状態に変化が生じた場合
は、その都度現状に即した介護計画に見直
し、利用者や家族等から確認を得ている。

25
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8 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活か
している

○一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう
支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切
な受診や看護を受けられるように
支援している

・地域資源を活用することで利用者様一
人ひとりが安心して生活できるように支援
しています

・毎週火曜日に内科往診はあるも、入居
前からのかかりつけ医を希望する利用者
様やご家族様の希望を大切し無理に変更
は進めてはいません。また、往診だけで
の治療が難しい場合は適切な医療が受
けられように主治医から紹介してもらい受
診や入院ができるように支援に努めてい
ます。

・訪問看護時、ご利用者様の状況を看護
師に相談し、適切な指示やアドバイスを頂
いています。また、状況に応じて、看護師
からの連絡で主治医が往診に来ていま
す。
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・毎日の申し送りをはじめ、個人の生活記録や
日誌に日々の様子や実践内容を記録すること
で職員間での情報の共有が図れています。。
また、カンファでは、各担当利用者様の検討事
項や最確認事項など報告し、意見交換の場を
設けることでケアの統一に努めています。

・利用者様一人ひとり状態が違うため、個々に
あったサービスをその都度検討し取り組むよう
にしています。例えば、嚥下機能が低下してい
る利用者様のトロミ剤を段階に応じたものに変
更したり、鼻腔経管の利用者様のご家族様か
らの希望で口から少しでも食事を楽しめない
かと相談を受けたときには、主治医の指示の
元で経口よりゼリーを試しました。

　契約時に利用者や家族等に、希望するかかりつけ
医への受診が可能な事を説明している。
　利用者は週１回協力医療機関の医師による訪問診
療を受診しているが、通院が必要な場合には、基本
的に利用者の状態を記載した物を家族等に持参して
もらい、家族等が同行している。
　家族等の依頼で職員が同行した場合には、受診結
果を家族等の来訪時や電話で報告するとともに、
「個人ファイル」に記載して全職員で共有してい
る。
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9 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努
めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

・毎月１１日は防災の日とし、月ごとに訓練内
容を変更し実践してるます。また、年に２回総
合避難訓練を実施していますが、地域の方の
協力にまでは至っていません。
・震災マニュアルは定期的に見直し、更新して
います。

・利用者様が入院した際には、随時、相談
員や担当医師、看護師に状態を聞き、な
るべく早く退院できるように話し合いを
行っています。また、ご家族様と一緒に担
当医師、看護師、相談員と病状につい
て、ホームで戻られてから生活の注意点
など退院調整会議へ参加しています。

・主治医より状態の変化等で家族と今後
の方向を決めるようにと指示がでた際、ご
家族様と連絡をとり今後の治療方針を話
し合うようにしています。その中で看取り
を希望するご家族様がいた場合には、主
治医とホームとご家族様の協力の元で看
取り介護を実施していきます。

・急変時の対応ついて、ご家族様とは入居時書類
にて確認をとるようにしています。また、事故が起き
た際には、外傷等で受診が必要な時には主治医に
連絡し受診、処置していただき、その日の内に事故
に対しての検討会議を開き、事故の原因や対策な
ど話し合っている。ヒヤリハットについても同様に検
討会議を開き事故につながらないように統一したケ
アの実践につなげています。更に、対策がきちんと
機能されているのか、随時見直しをするようにして
います。
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　年２回避難訓練を行い、１回は消防署立ち合いで
総合訓練を実施しているが、訓練に近隣住民の参加
を得るまでには至っていない。
　訓練後に職員会議で反省点や次回に向けた課題な
どを話し合い、記録に残している。
　毎月課題を決めてマニュアルを見直したり、家族
等にも緊急時に一斉配信できるメールなどの確認を
している。
　災害に備えて飲料水や米、缶詰、カセットコン
ロ、軍手、食糧品、衛生用品などを用途別にリスト
を作成して、事業所内の備蓄庫で保管している。

　災害時に近隣住民
の協力が得られるよ
う、事業所の祭事の
時のように、自治会
の回覧板などを通し
て地域住民に訓練へ
の参加を働きかける
工夫をすることを期
待する。

　重度化した場合や終末期の対応マニュアル
を作成し、契約時に利用者や家族等に説明し
て書面で同意を得ている。
　職員は外部研修や内部研修を受講してい
る。
　事業所は看取りに関して医師と看護師との
連携が確立されており、現在定期的に見直し
を行いながら、看取り介護を実施している。
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自　己　評　価
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己
評
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外
部
評
価
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外　部　評　価

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定
の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

･自己決定を重視しつつも季節感がない場合
もみられるので（暑いのに冬のセーターを選ん
でいるなど）、その場合には自尊心を傷つけな
いように声かけし、季節にあった衣類を選ぶよ
うに誘導しています。また口周りの食後の汚れ
や目やに、衣類の汚れや、男性は特に髭、女
性は髪の毛の寝癖、など職員は常に身だしな
みには十分気をつけています。　毎月２回、市
内の美容師さんが来荘し、理美容サービスも
行っています。

･一人一ひとりのペースを大事にし、体を
休めたい時には居室へ誘導したり、カラオ
ケやドライブ、買い物など希望があれば時
間が可能な限り対応するように心かけて
はいるが、急に体調を崩される利用者様
がいたときには、その方中心や職員ペー
スになりがちになってしまうこともあろま
す。

･「うみ」ユニットの利用者様よりも認知・身
体的にも元気な方が多いが、声かけや対
応はうみの利用者様同様です。ただ、自
分の意見をきちんと伝えることができ、職
員の話も理解できる方が多いのでその都
度、言葉に気をつけながら対応していま
す。

･自分の意見をきちんと伝えることができ
るため、利用者様の意見や希望に沿える
ように働きかけています。
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　事業所は接遇などの研修を実施し、職員は
利用者一人ひとりの人格を尊重した言葉掛け
を行っている。
　排泄時のトイレ誘導の際はさりげなく声を
かけるほか、失敗した時などは、利用者の自
尊心を傷つける事なくトイレや自室に誘導し
ている。
　個人情報に関する書類は事務室の鍵の掛る
書棚に保管し、情報の漏洩に留意している。
　広報紙などの写真掲載については、同意書
を得た利用者のみ掲載している。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

･食器拭きや後片付け、野菜の皮むきな
ど、できることを手伝ってもらうことで、自
分のむいた野菜がどんな料理になるのか
楽しみにしている。
･お楽しみメニューやクッキングがあり、事
前に利用者様から食べたいものを聞き取
りし、掲示板に告知し実行しています。毎
週土曜日にも利用者様によるおやつ作り
があります。

・利用者様の咀嚼、嚥下機能の状態を把
握した中で食事形態も一人ひとり違うもの
提供し誤嚥防止に努めています。また、
採血の結果や食事量、体重の減少などの
問題がる場合には栄養補助食品にて栄
養補給を行っています。水分量もその都
度チェックし、排泄有無や脱水に注意して
います。

・毎週月曜日に訪問歯科にて口腔ケアの
実施。また、毎食後の口腔ケア実施の際
にも、歯科衛生士の指示にて磨き残しの
ある利用者様の仕上げ磨きも行い清潔を
保てるように支援しています。随時、口腔
内の異変（歯の痛み、傷、義歯の噛み合
わせなど）時には訪問日以外にも診察し
ていただける体制もなっています。

・歩行見守りの必要な利用者様のみトイレ
へまでの付き添い誘導しています。また、
間隔が長い利用者様にはトイレへの声か
けの工夫をしたり羞恥心の配慮に努めて
います。

43 16

40 15

41

42

　職員は排泄チェック表を活用し、利用者一
人ひとりの排泄パターンを把握するととも
に、利用者の仕草やサインから察知して声掛
け誘導し、てできるだけトイレでの排泄がで
きるよう支援している。
　リハビリパンツやパッドを使用し、オムツ
に頼らず排泄ができるよう支援している。

　宅配業者の献立により食材が届き、職員が
調理しているが、月１回は「お楽しみ献立」
と外食や出前を実施するなど、利用者の希望
を取り入れた食事も提供している。
　週１回利用者は職員と一緒におやつ作りを
している。
　嫌いな食べ物については、業者に代替え品
を注文して対応し、利用者の咀嚼能力に応じ
てトロミ食や刻み食にするなど、利用者一人
ひとりに配慮した食事を提供し、職員も一緒
に会話をしながら食事が楽しめるよう支援し
ている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

・必要な利用者様には牛乳、ヨーグルト、ヤクルトな
ど個々に応じた対応にて便秘改善に努めていま
す。また、水分や食物、運動でも改善できない場合
のみ、整腸剤の処方にて排便コントロールを実施し
ています。排便時、排泄困難で苦しんでいる利用者
様には腹部、肛門マッサージや浣腸、坐薬を使用
することもありますが、なるべくは自然排便を促せる
ようにしています。

・当日のバイタルや体調を見ながら毎日の入
浴を心かけています。１人での入浴が不安な
利用者様には羞恥心を配慮しながら見守りを
実施しています。また、利用者様の状態によっ
て浴槽へ困難な時にはシャワー浴を行ってい
ます。シャワー浴も体調によって困難な時には
清拭や手・足浴を実施しています。但し、入浴
時間帯については利用者様の希望に添えな
いこともあります。

・日中活動することで夜間の安眠につなげられ
るように努めています。例えば体を動かすレク
レーションや個々の能力に応じたレクレーショ
ンの実施や適度な食休みの実施をすることで
生活にメリハリをつけるようにしています。

・誤薬事故防止のため、薬セットの箱に工夫をして
おり、どの職員が見ても分かるように、名前と顔写
真が貼ってあります。また、配薬前に自分以外の職
員に薬の確認（名前、日付、食後、食前等）、服用
前にも利用者様と読み合せ確認の実行していま
す。
・薬変更時にも全職員が薬の目的、副作用につい
て把握できるように記録に残し、申し送りも徹底して
います。
・薬服用での変化がみられるときにはその都度、主
治医へ連絡し対応しています。

・個々の能力に応じた役割を与え実行していま
す。また、必ず終わった後には感謝の気持ち
を伝え、利用者様自身にも頼られているという
実感を持っていただけるよう支援しています。

17

46

44

47

48

45

　風呂は毎日沸かし、夜と訪問診療のある午後を除
き利用者が希望する時間帯に毎日でも入浴ができる
よう支援している。
　利用者の体調や希望にそって、シャワー浴や足浴
で個々に応じた支援をしている。
　季節に応じて菖蒲湯や柚子湯、入浴剤などをを取
り入れ、入浴が楽しみとなるよう支援をしている。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

・暑中見舞いや年賀状など利用者様の手
作りハガキをご家族様に送っています。ま
た、ご家族様から許可のでている親族や
お友達には電話ができるようになっている
（ご家族間でのトラブル防止のため）

・居室やリビングの温度・湿度はその都度
配慮しながら調節しています。また、掃除
を徹底し不快なにおいや汚れがないよう
に職員一人ひとりが意識をもって行うよう
しています。
・掲示物にもその季節に応じたディスプレ
イを飾ることで利用者様に季節がわかる
ように工夫しています。

・お金を持っていると安心する利用者様に
は、ご家族様より小銭を渡してもらってい
ます。管理が難しい利用者様は、事務所
で保管し必要時に出すようにしています。

・毎週日曜日のドライブや毎月１５日のお
参りの会をはじめ外へ出掛ける機会を設
けています。また、ご家族様と協力し、お
彼岸やお盆には墓参りに出掛けていま
す。行事等で職員だけでは人数が困難な
時にはご家族様やボランティアさんにお
手伝いしていただいています。グループ会
社の別事業所の行事へ参加したり、合同
で行事を行うこともあります。

51

52 19

49 18

50

　天気の良い日は、職員と利用者で事業所周囲
や近くの公園に散歩に出かけたり、利用者の希
望に合わせてドライブに出かけるなど、気分転
換が図れるよう支援しているほか、毎月１５日
には代表者のお寺へ「お参りの会」に出かけて
いる。
　季節毎の花見やぶどう狩り、大洗や風土記の
丘、愛宕山等に車いす利用者も含め利用者全員
が外出できるよう、家族等やボランティアの協
力を得ながら外出支援をしている。
　

　

　共用空間は清潔に保たれ、居間兼食堂には
季節の花や利用者が制作した団扇などが飾ら
れ、季節感を出しているほか、ソファーやテ
レビを配置して寛げる空間になっている。
　利用者の居室の窓や共有空間の掃出し窓に
は、よしずを配置して直射日光を和らげてい
る。
　各ユニットには車いす対応のトイレがあ
り、両側に手摺を設置したり、広い廊下にも
手摺を設置して安全に配慮している。
　居室で普段横になって過ごす利用者が、孤
立してしまわないように居間兼食堂にベッド
を配置している。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

外　部　評　価

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

・利用者様のできる能力を発揮できるよう
に、物の配置など安全に生活できるように
工夫しています。

・入居時にご自宅で使用していた家具や
食器、写真、絵など持ち込んでもらうこと
で、利用者様に安心して居心地よく過ご
せるように配慮しています。

・リビングでは気の合う利用者様同士が
気軽に話せる空間を設けています。また、
居室は個室になっているため利用者様の
気分で独りで過ごせるようになっていま
す。

55

53

54 20

　居室にはエアコンとベッドが備え付けられ
ている。
　利用者は好みのカーテンをかけたり、仏壇
や使い慣れた寝具のほか、ハンガーラックや
食器棚、椅子、テレビ、ラジオ、お茶セット
など思い思いの物品を持ち込んでいたり、観
葉植物やカレンダー、家族からの絵手紙、写
真、お人形を飾るなど、居心地の良い居室づ
くりをしている。
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Ⅴ　アウトカム項目

1,ほぼ全ての利用者の

○ 2,利用者の2/3くらいの

3,利用者の1/3くらいの

4,ほとんど掴んでいない

○ 1,毎日ある

2,数日に１回程度ある

3,たまにある

4,ほとんどない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての家族と

○ 2,家族の2/3くらいと

3,家族の1/3くらいと

4,ほとんどできていない

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

58

59

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

62

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）
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1,ほぼ毎日のように

2,数日に１回程度ある

○ 3,たまに

4,ほとんどない

1,大いに増えている

○ 2,少しずつ増えている

3,あまり増えていない

4,全くいない

1,ほぼ全ての職員が

○ 2,職員の2/3くらいが

3,職員の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての家族等が

○ 2,家族等の2/3くらいが

3,家族等の1/3くらいが

4,ほとんどいない

68

66

67

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

64

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）



（様式４）

作成日　  平成２８年２月７日　　　　　　

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 3

地域住民代表委員が１人
しかいないため、欠席し
てしまうと地域住民の参
加者がいなくなってしま
う

地域住民代表を増員
する

４月より年度が変わるた
め、メンバーの再編成を行
う予定でいる。近隣の方に
も参加をお願いする。 本年度中

(2月～3月末)

2 9

入居時の個人情報に、利
用者様の生活歴や趣味等
の記録がない。また、新
たに把握した情報も日誌
等の記録しているが全職
員での共有されていない

利用者様の情報共有
がきちんとできる

入居時の家族からの情報は
きちんと記録に残し、新た
に把握した情報についても
情報が共有できるように記
録に工夫する。
用紙の変更も検討する。

今年中

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　　目　標　達　成　計　画

事業所名　グループホームあいリレー石岡　　　　　　　　　 
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